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昨年３月の大災害の経験を教訓昨年３月の大災害の経験を教訓
に製造の継続性、エネルギー環
境問題のケーススタディを中心
に調査 検証し れらの成果に調査・検証し、これらの成果
を製造科学技術センターの活動を製造科学技術センターの活動
をはじめ広くものづくりの場にをはじめ広くものづくりの場に
にフィードバックする。
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震災から復興に向けた取り組み例震災から復興に向けた取り組み例震災から復興に向けた取り組み例震災から復興に向けた取り組み例

林精器製造株式会社（福島県須賀川市）

2011 3 11 東日本大震災2011.3.11 東日本大震災
社屋倒壊そして暗闇からの脱出

2011.4.15 生産ラインほぼ再開
「工場を止めない！」，社員一丸での復興

2011.6. 6 全工程での生産を再開

2012.2 第4回ものづくり日本大賞 特別賞 受賞
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http://www.hayashiseiki.co.jp/shinsai.html

林精器製造株式会社 代表取締役社長 林 明博様のご厚意により引用 写真の印刷は許諾されていません
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研究の研究の目的目的研究の研究の目的目的

福島県および東北地域におけるものづくり産
業を対象に 東日本大震災による被害ならび業を対象に，東日本大震災による被害ならび
にそれ以降の復興のプロセスを調査研究し，
今後我が国製造業において不可避とされる大
規模地震やエネルギ危機を想定した持続可規模地震やエネルギ危機を想定した持続可
能なものづくり体制とその具体的なFAの仕組
みについて知見を得て，その結果を広く製造
科学技術センターの活動及び我が国のもの作科学技術センタ の活動及び我が国のもの作
り産業界へフィードバックする．
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出典： 第一回スマートファクトリオートメーションセミナ http://faop.jp/smartfactory/2011/1214_post-3.html
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研究の背景研究の背景研究の背景研究の背景

3.11の東日本大震災では東北地区では多くの被害を蒙っ
た．しかしその中でも阪神大震災や鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ問題を契機
とした ならびに に基づ 対策をし きた企業はすとしたBCPならびにBCMに基づいて対策をしてきた企業はす
みやかな復旧を果たし，それ以外でも数々の工夫により早
期の操業開始に至 た企業もある 方でいまだ復興の目期の操業開始に至った企業もある．一方でいまだ復興の目
途も見えないｹｰｽも多い．この意味で3.11はある意味，東北
におけるもの作りへのﾘｱﾙなｽﾄﾚｽﾃｽﾄであ た しかし予断におけるもの作りへのﾘｱﾙなｽﾄﾚｽﾃｽﾄであった．しかし予断
を許さない世界エネルギ危機状況から，この問題は福島，東
北のみにとどまらず我が国ものづくり全体への警告でもあり北のみにとどまらず我が国ものづくり全体への警告でもあり，
ひいては世界の問題でもある．今回の研究調査では震災復
興の面で十分配慮されているとは言えないこの分野を対象興の面で十分配慮されているとは言えないこの分野を対象
にすることはきわめて意義が大きい．また、本テーマは別途
FAOPで進めていくｽﾏｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ専門委員会他へ 5FAOPで進めていくｽﾏ ﾄﾌｧｸﾄﾘ ｵ ﾄﾒ ｼｮﾝ専門委員会他へ
具体的なﾃﾞｰﾀを提供することも視野におく．
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研究全体概要研究全体概要研究全体概要研究全体概要

調査研究は，学識経験者，企業の研究者，技術者，
実務者ほかを交えて進める．まずは現状の我が国実
ものづくりを取り巻く各種の危機的項目を洗い出し．
メンバー企業での実状も勘案して調査研究の細目メンバ 企業での実状も勘案して調査研究の細目
をブレイクダウンすることから開始する．福島県を中
心に 震災からの復興を経て生産を持続している企心に，震災からの復興を経て生産を持続している企
業の調査，当該企業経営者や技術者との意見交換
を行う 候補の選択としては 福島県 イテクプラザを行う．候補の選択としては，福島県ハイテクプラザ
や郡山市テクノポリスなどの協力支援を得て進めて
いく．調査研究の主な視点は以下を考えている，
（次ページ） 6（次 ジ） 6



研究調査の視点研究調査の視点

被災地において 地震災害 また関連する原発に

研究調査の視点研究調査の視点

被災地において，地震災害，また関連する原発に
よる放射能汚染ならびに風評被害など厳しい条件
下でものづくり体制をいかに復旧し，持続可能な体
制を構築しているかをﾋｱﾘﾝｸﾞ，見学等調査する制を構築して る を ｱﾘﾝｸ ，見学等調査する

システム復興にあたって，重要な鍵となった仕組
み 技術そしてｲﾝﾌﾗなどについて調査するみ，技術そしてｲﾝﾌﾗなどについて調査する．

危機を乗り越えたものづくりを今後も持続可能と
するために 生産管理およびエネルギ管理ほか各するために，生産管理およびエネルギ管理ほか各
種資源管理および運用について工夫して成果を上
げ る点を調査するげている点を調査する．

以上から，危機管理と持続可能なものづくりという
7

観点で学ぶべき指標を抽出し，レポートする．
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期待期待される成果される成果及び終了後及び終了後の構想の構想

期待成果

期待期待される成果される成果及び終了後及び終了後の構想の構想

期待成果
今後も不可避とされる大規模地震，洪水などの震今後も不可避とされる大規模地震，洪水などの震

災を前提に，持続可能なものづくりおよび次世代FA
の方向付けに 実証ﾃﾞｰﾀと有用な知見を与えることの方向付けに，実証ﾃ ﾀと有用な知見を与えること
ができる．これはMSTCを通じて広く我が国産業界
へﾌｨ ﾄﾞﾊﾞ ｸできる知見となるへﾌｨｰﾄ ﾊ ｯｸできる知見となる

終了後の構想終了後の構想
具体的には，MSTC傘下のFAOPで進めているｽ

ﾏｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ研究専門委員会（SFA）の基
礎ﾃﾞｰﾀとして活用していく．またMSTCや学協会ｾﾐﾅ礎ﾃ ﾀとして活用して く また や学協会 ﾐﾅ
-等の機会をとらえて広く公開していく．



期間および費用等期間および費用等期間および費用等期間および費用等

予定期間
平成24年8月1日 ～ 平成26年3月31日平成24年8月1日 ～ 平成26年3月31日

予定費用（内訳等）予定費用（内訳等）
交通費、委員謝金、講師謝金、アルバイト費、用品

費、海外調査費、会議費、大学事務委託費（１０％）

= 計 150 万円
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